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5年生第3セッション

みんなが幸せになるには？
所要時間
45分

目的
１．問題にじっくり取り組むコツをすべて使いながら、問題解決過程を一通り経験させる。
＊2時間に分けるか、60分に延長して実施する方法もある。

準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣「関係するそれぞれの人の立場に立って予想する」「よい結果だけではなく、よくない結果も予想する」「すぐに起こる結果と、あとになって起こる結果を予想する」「はじめから○×をつけない」「それぞれの立場に立って解決方法を考える」「みんなの願いが少しでもかなう解決方法を考える」「解決すべき問題：自分も友だちも作文を提出するにはどうしたらよいだろうか？」「できるかぎり、みんなが幸せになる方法を選ぶ」) 
□ポスター「5年生ピアの目標」
□掲示用プリント①‐④
□模造紙①｢今日のテーマ・目標・流れ｣
□プリントＡ「問題にじっくり取り組んでみよう」（児童数）
□第3回確にんプリント（第3回振り返り用紙と両面印刷：児童数）
□第3回振り返り用紙（第3回確にんプリントと両面印刷：児童数）　

般化維持プログラム　　　　　　　　　

□5年生ぴあぴあ新聞第3号（児童数）

児童の持ち物

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　　□筆記用具
参考文献
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	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習(4分)

	ピア･サポートの言葉の復習(1/1)
問題解決の復習(3/4)

	1．ピア・サポートの意味

· では「ピア・サポート」の授業を始めます。まず復習です。「ピア・サポート」の言葉については、今日は黒板に貼りました。もう、覚えましたか？
2．5年生としての授業の目標確認
· 5年生のピア・サポートでは、「問題解決」について学習することになっていましたね。最初に、もう一度、目標の合言葉を確認しておきます。みんなで、声を合わせて、読んでみましょう。

→(一斉に音読させる)「問題にみんなでじっくり取り組めるようになろう！」

3． 2つ以上の解決方法を考えるとき、先のことを予想するときコツは？

· 前の授業では、解決方法をいくつ以上考えるためのコツを学びましたか？

· 2つ以上でしたね。

· では、そのコツを覚えていますか？
→児童の発言を拾いながら以下の点を確認。順番は違ってもよい。必要に応じてわかりやすい例を提示。
○1つ目「はじめから○×をつけない」
○2つ目「それぞれの立場に立って解決方法を考える」
○3つ目「みんなの願いが少しでもかなう解決方法を　考える」

· 最近、解決方法を2つ以上考えられたことがありますか？
· そして考えた方法について、行動する前に、それをしたらどうなるか、先のことを予想するときにもコツが3つありました。覚えていますか？
→児童の発言を拾いながら以下の点を確認。順番は違ってもよい。必要に応じてわかりやすい例を提示。
○1つ目「関係するそれぞれの人の立場に立って予想する」

○2つ目「よい結果だけではなく、よくない結果も予想する」

○3つ目「すぐ起こる結果だけでなく、あとになって起こる結果も予想する」
・たくさんコツがありますが、思い出せましたね。
・今日は、これらのことをすべて使って、新しい問題をみんなでじっくり考えて、解決してみます。


	｢思い出した｣「大丈夫」
「問題にみんなでじっくり取り組めるようになろう！」

｢2つ以上｣
覚えているキーワードを言う

音読して確認する
覚えているキーワードを言う

音読して確認する


	●（あらかじめ掲示）フラッシュカード「ピア･サポート」「仲間や友だち同士が、おたがいに助け合い、支えあうこと」「周りの人を大切にする」「自分を大切にする」

●（あらかじめ掲示）ポスター「問題にじっくり取り組めるようになろう！」

●フラッシュカード「はじめから○×をつけない」「それぞれの立場に立って解決方法を考える」「みんなの願いが少しでもかなう解決方法を考える」
●フラッシュカード「関係するそれぞれの人の立場にたって予想する」「よい結果だけではなく、よくない結果も予想する」「すぐに起こる結果と、あとになって起こる結果を予想する」

◇フラッシュカードの提示



	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/5)
	1．今日のテーマと目標の説明
· では、こちらを見ましょう。今日のテーマと目標を説明します。
テーマ：「みんなが幸せになるには？」

目　標：｢じっくり取り組んで幸せになる方法を

選ぼう。｣
2．今日の学習の流れの説明
· 今日の学習の流れを説明します。

· ①「復習」は終わって、今は②「今日の学習の説明」をしています。
· これから③活動「問題にじっくり取り組んでみよう」をします。
· 最後に④「確認」をして、⑤「振り返り用紙」に感想を書いて終わりです。


	
	●（あらかじめ黒板外に掲示）模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」



	3. 活動「問題にじっくり取り組んでみよう」(34分)

	場面の提示(2/7)
解決すべき問題の提示(1/8)
解決方法を考える(7/15)
先のことを予想する(10/25)
新しい学習(3/28)
全体シェアリング(10/38)

まとめ(1/39)
	1.場面を捉える
· では、こちらを見ましょう。これが今日、これからみんなで考える問題の場面です。
１．作文の宿題を忘れ続けた自分と友だち。「明日こそ持ってこないと、休み時間なしですよ!!」と先生に叱られてしまった。どうしよう…。僕と友だちは考えた。そうだ！放課後、友だちの家で一緒に作文を書こう。それなら忘れないもんね。
２．そして放課後。始めはちゃんと、宿題に取り組んだよ。でも、途中からやっぱり遊び始めてしまった。友だちといると、宿題より、遊んだ方が楽しい。仕方ない、続きは家でしようね～！別れることにした。
３．ところが、ところが！結局、家に帰ってからも何と僕はテレビを見てしまった。「あ、そろそろ宿題やらなくちゃ！」と時計を見ると、もう８時すぎている（あなたはいつも９時前には寝る）!! 慌てて取りかかろうと鞄を開けてみるとそこに入っていたのは友だちの作文！なんてこった！間違えて持って帰ってきちゃった！
· 問題場面はわかりましたか？
· では、「問題にじっくり取り組んでみよう」というプリントを配ります。これからグループに分かれて、活動します。

→プリントAを配付し、グループにさせる(授業の始めからグループの体系でもよい)。

・（＊この個所はクラスの実態に応じて加えて下さい）活動を始める前に、条件を加えます。この子（自分）の家にファックスはないことにします。会ったらそれで送ればいい、で終わってしまいますから。それから、メールとか、インターネットも使えないことにします(家族がいないときに使ってはいけないルールになっていて、使える家族がまだ帰宅していない)。これもあって自由に使えたら、それで話が終わってしまいますので。今回は問題解決の練習のために、そうしたものがないときにどうするか？を考えますよ。

2.解決すべき問題を言葉にする
・では、今日解決すべき問題を出します。

「自分も友だちも作文を提出するにはどうしたらよいだろうか？」です。
· ここから先をみなさんにしてもらいます。
3.解決方法を思いつく
· まず、みなさんがすることは「解決方法を2つ以上思いつく」です。3つのコツ、覚えていますか？

· ①はじめから○×をつけないで、②それぞれの立場に立って解決方法を考え、③みんなの願いが少しでも叶う方法を、グループで相談して考えます。

・思いついた方法は、プリントの「解決方法」とある縦の部分に書きます。4つの方法を書き込めるようにしてあります。

・では、時間を5，6分取ります。
→話し合いをさせる。お助けカードを持って机間巡視する。

4.それぞれの方法の先を予想する
・(児童の様子を見て)途中のグループもあると思いますが、一度前を向きましょう。

· 2つ以上解決方法を考えることができたら、次にそれぞれの方法を本当にためしてみたら、どんな結果が起こるか予想します。
· ここでもコツは3つでした。①関係するそれぞれに立場に立って、②よいことだけでなくよくないことも考え、③すぐに起こることだけではなく、あとになって起こることも考える、ですね。
· では、話し合いを始めましょう。時間はもう少し長めに7，8分です。

→話し合いをさせる。お助けカードを持って机間巡視する。途中、声かけをして終わりの時間を意識させる。
5.複数の選択肢から選ぶときのコツ
· 十分に考えられたら、最後に1つ、この中から選んだ方法をしなければなりません。せっかく考えた中からどうやって選べばよいのでしょうか？
· そこにも実は、コツがあります。できるかぎり、みんなが幸せになる方法を選ぶ、です。
· いろいろ考えても、どの方法もあまりよくないと思うこともあるかもしれません。逆に、全部の方法がいい!と思うこともあるでしょう。しかし、実際には1つだけしなくてはならないのです。
· ですから最後には、できる限りみんなにとって良い方法を選ぶことがピア・サポートです。
＊どれが幸せだと思うかは、個人差がある。それでよい。

· では、今日は皆さんどの方法にしますか？自分たちが考えた中から1つを決めて一番下の□に書きましょう。
· (様子を見て)では、そこまでにしましょう。体を前に向けましょう。

· では、みなさんがどんな方法を考えて、どれを最終的に選んだか、発表してもらいます。

6.全体シェアリング

· 最後に自分が選んだ実行する案と、その理由を発表しましょう。

→選んだ方法と、選択理由を発表させる。発表者以外にも同じような方法を考えた児童がいるかどうか「似ている意見の人はいる？」などと確認しながら進めるとよい。選んだ方法は同じでも、理由が違うことがある。そういったことにも気づかせるようにする。

7.活動のまとめ

・みなさん、いろいろなことを考えましたね。
・どの方法にもよいところとよくないところがあり、実際にはその行動をしてみないと、最終的に上手くいくかどうかわかりません。でも、考えることそのものが大切なのです。
・問題解決は難しいけれど、どんなときも思いつきで行動するのではなく、今日まで学習してきたように、いろいろなことを考えながら動けるようになることを目指そう。


	プリントを受け取る

机を動かす

話し合う
前を向く

話し合う

発表する


	●掲示用プリント①‐③
◇掲示用プリント①‐③掲示

●プリントA「問題にじっくり取り組んでみよう」

◇プリントA配付

●フラッシュカード「解決すべき問題：自分も友だちも作文を提出するにはどうしたらよいだろうか？」

◇フラッシュカードの提示

●お助けカード
●フラッシュカード「できるかぎり、みんなが幸せになる方法を選ぶ」
◇フラッシュカード提示

◇板書



	4.確認(2分)

	確認(2/4

1)

	· それでは今日学習したことの確認をします。「第3回確にんプリント」を配ります。配られたら名前を書きましょう。

· 名前が書けたら、空いているところにどんな言葉が入るか、考えて書きこんでみましょう。

→（少し時間をおいてから）空欄にキーワード「できるかぎり」「幸せになる」を確認。

	プリント記入
	●第3回確にんプリント
◇第3回確にんプリント配付

	5.振り返り用紙の記入(4分)

	振り返り用紙の記入と回収、次回の予告(4/45)
	· 最後に振り返り用紙を書きます。プリントを裏返しましょう。今日の授業を振り返って、感じたことを書きます。
· 次回は、　月　日です。次の授業では、この3人のお話の続きを考えて、みなさんに問題を解決してもらいます。

· どうすれば3人が楽しく遊べるようになるか、解決方法を考えてくるようにしましょう（宿題にしておくと、次回の活動がスムーズ）。


	振り返り用紙記入、提出
	●第3回振り返り用紙 
◇第3回振り返り用紙回収
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板書計画（案）
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問題にみんなでじっくり


取り組めるようになろう！





コツ3　(第１)
































コツ2　(第１)








コツ1　(第１)





コツ3 (第2)




















コツ2 (第2)























模造紙①


目標


テーマ


＊あらかじめ黒板外に掲示





コツ1 (第2)
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解決方法と理由























© CHIBA PREFECTURAL BOARD OF EDUCATION

